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矢掛町、高梁市を訪問して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディレクトフォース　望月　晃

２０１９年１０月１７日 １９日 、観光立国研究会 岡山県矢掛町 高
梁市 、地域活性化 観光資源 発掘 活用 目的 訪問 。 

私 目的 、高梁市吹屋 、“ （α酸化鉄） 技術 特徴
” 、三菱鉱業創業 事業 “吉岡鉱山 今” 、訪問 調
。 

1. ベンガラの技術と特徴について 
吹屋地区 ８０７年　銅鉱山 発見 、江戸時代 １６９０年頃泉
屋（現住友） 銅事業 開始 。 後住友 別子銅山 発見 、１７１６
年 福岡屋（大塚利左 門） 売却 撤退、 明治６年１８７３年大塚
利左 門 岩崎弥太郎 売却。 
明治７年１８７４年 三菱鉱業 銅鉱山事業 開始 、近代化 、

使用、水力発電 、削岩機 活用 吉岡鉱山
発展、昭和４年頃 良質 鉱石 掘 。 、昭和３７年（１
９６２年）閉山 事業継続 。 
銅事業 産出 黄銅鉱 選鉱、精鉱、製錬 、銅 産出 一貫工程
持 。 

（弁柄） 、赤色 α酸化鉄 、江戸時代初期、
地方 輸入物質 、総称 。 
吹屋地区 鉱山 黄銅鉱 同時 産出 硫化鉄鉱 江戸時代捨
。１７０７年頃、吹屋 谷本家 当主 火鉢 入 焼石（鉱石） 火花
散 、 後灰 外 捨 雨 降 、水滴 、青色
変 、放置 灰 赤 変 。 吹屋 発見
。（大塚氏談） 

江戸時代、量産化 谷本家 発祥 西江家、広兼家 着手 、協力 吹
屋 、各地 供給 。 



西江家 量産技術 １７５１年頃中国 渡 “李時珍（本草綱目）”
学 、硫化鉄 水酸化硫化鉄（ ） 量産技術 確立 。（西江邸　
八代目　西江晃治氏　談） 

吹屋 業者 運 、 商品化 図 。 
吹屋 産業 １９７２年銅山 閉山 続 、１９７４年 産業
製造 終 。 

江戸時代 用途 、建築用防腐塗料、顔料、等 使 大変高価
。 
、陶磁器 塗料 使 、有田焼 赤 発色 、吹屋

出 言 。 
余談 、柿右衛門 今右衛門 磁器 赤絵 具 吹屋 。
（西江氏談） 
吹屋 特徴 、“ 歴史 材料科学的研究” ，岡山大
学　高田潤教授 研究 、粒子径 。
αFe2O3 微量 存在 。 、最適 酸化温度 制御。
、他者 発色 得 。 

明治以降、産業 発展 伴 、建築塗料、顔料 使 、 軍艦等
船底塗料 大量 使 、湿式法 代 。 

近年 、東工大 加藤与五郎、武井武 、 発明 、
原料 用 。 磁石材料 磁気
記録材料 電子材料 、大量 使 、現在 IT社会 、

原素材 。 

、低価 資源的 大量 、 活用 拡大 期待 。 

参考 
 FeS２　＋　H２O　＋　O２　＝　FeSO４・７H２O　　　 
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参考文献 
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０３年冬季号　 



2. 吉岡鉱山の今 

吉岡鉱山 、高梁市成羽町吹屋 、備中吹屋 観光資源 一翼 担
。 

吉岡銅山跡（近代化産業遺産） 、紹介 『吉岡銅山 、江戸時
代 銅山 産出 硫化鉄鉱 原料 製造 高名
、繁栄 。明治６年（１８７３年） 三菱 岩崎弥太郎 買収 、削岩
機 水力発電 導入、 専用道路 敷設、 国初 洋式溶鉱炉 建設
、巨大 資本力 近代技術 導入 発展 、明治３７年（１９０４年）
約１５９０人（事務職 除 ） 擁 国屈指 銅山 、次第
粗鉱 品位 下 、 、第一次世界大戦 不況 後 世界恐慌 影
響 、昭和６年（１９３１年） 休山、戦後 再開 、昭和４７年（１
９７２年） 閉山 。』（備中吹屋散策絵図、参照） 

吉岡銅山 笹畝坑道 、観光用 整備 、坑道内 散策 。 
坑道内 、少 腰 行動 進 、掘削
残 、 黄銅鉱 部分 緑青 変 、脈 良 分 。 、同
部分 磁流鉄鉱 、 地区 鉱物 豊 示 。 
吉岡銅山 ８０７年 発見 、伝 古書 備中 産物 関 記載

。 
江戸時代 幕府 天領 統治 、代官 支配下 運営 。 
時代 、鉱石 地 馬 背 乗 ，成羽町下原 運 、高瀬舟 積
、玉島港 行 、回路 利用 、大阪 銅役所 運 。（注；江

戸幕府 銅精錬 大阪 長崎 二 所 決 、 以外 製錬
） 
歴史的 　江戸時代　１６９０年住友 支配、１７１６年 １８４２年
江戸幕府 代官 支配下 、大塚家 支配、１８７３年 １９３０年 閉山
三菱 支配、経営 。 



現在 、三菱 土地 所有 、一部調査 整備 行
。

笹畝坑道 離 場所 、吉岡銅山跡地 。 
現在 、自動車 通行止 、８５号線沿 旧代官所跡、西江邸駐車場
車 置 、 ３０分程山道 登 、吉岡銅山跡地
。途中、道 崩 、足元 悪 、観光 訪 無理
。 

銅山跡地 、少 平 土地 、今 桜 植 、桜公園
一部整備 。 

鉱山跡地 、広場 川沿 山道 行 、小 開 場所 、
先 坑口 見 。三番坑口 、廃車 残骸 。 、
散乱 。 
観察 、酸化 赤茶 少 重 石 、鉄鉱石 種類

。 、 広場 、掘 鉱石 選別 建屋
礎石 点在 。 

笹畝坑道口 黄銅鉱脈 磁流鉄鉱脈



小 広場 先 沈殿 、 排水処理 行 模様。 

吉岡鉱山精錬所跡地 
地 、銅精錬 行 精錬所 礎石 、現在 調査 続
。 

推測 礎石 残  
精鉱工程　⇒　溶融工程　⇒　転炉工程　⇒　精製工程 

工程 経 、９８％ 純度 銅 得 。 電解工程
純度 上 、 精錬所 品位 銅 製造 、

。（ 、調査結果 持 方 教 願 ） 

吉岡鉱山 明治以降近代化 図 、日本有数 銅鉱山 、
山元 銅精錬事業 行 、銅 産出 、出荷 。 

吉岡銅山入口 三番抗口 選鉱遺跡

精錬所 不明の遺跡 調査現場



山神社 
さんじんじゃ

吹屋 町 、山神社 。 
享保年間（１７１６年頃）銅山 守護神 、当時 銅山経営者 勧請

。 
以来銅山 請負人 手厚 祀 。 
明治 、三菱 創業 銅山 、岩崎弥太郎 鳥居 、玉垣 寄進
。神社 小 清楚 守 、土地 人 大切
感 。 

地元、西江邸当主　西江晃治 話 『吉岡銅山跡地 近代化産業遺産
後世 伝 、現在三菱 私有地 、三菱 力 、
何 整備 』 

、高梁市　近藤隆則市長 面談 『吹屋 中心 、吉岡銅山、
里 観光資源 、活用 特徴 観光地 、開発 力

入 。 三菱 力添 期待 』 話 。 

私見 、今回、 地 訪 、 魅力 地 、興味 遺産 場
所 、心 残 見 。知的興味 持 観光客 、楽 価値
土地 大切 。 

観光 、吉岡銅山跡地 ，密 紹介 、
三菱 創業 地 、単純 観光化 大事 遺産 後世 残

、地元 人 心 気持 伝 。 
紅葉 始 山 木々 包 、心 温 感 、吹屋
中心 吉岡銅山 跡地 後 。 

山神社 門（三菱マーク） 社殿



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上 
注；吉岡銅鉱山跡地訪問 、再度訪問 時 記録 付加 。
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